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図 1. BRH オサムシ研究プロジェクトの初期メンバー（1999 年共同通信

の記者が撮影）。左より金衝坤さん（現在、韓国国立海洋研究所）、筆

者、神田嗣子さん（当時、研究補助員）、大澤先生、伊谷結さん（当時、

京大の大学院生でフナムシの分子系統の研究を BRH で行っていた）。 

大澤省三先生（広島大学・名古屋大学名誉

教授）が今年 5 月 27 日に 93 歳で永眠された。

その一ヶ月前に、私が傍らで行っているマイ

マイカブリの地域系統の境界の解析について、

毎日のように電話やメールで、先生とやり取

りをしていたので、お嬢様からその一報を受

けたときには、全く信じることができなかっ

た。大澤先生との繋がりの始まりは、私が JT
生命誌研究館（BRH）でオサムシの研究に参

加し始めた 1994 年 4 月にさかのぼる。当時、

大澤先生はすでに名古屋大学を定年退官され、

BRHでオサムシの分子系統と進化の研究プロ

ジェクトを立ち上げたところである。私は

BRHの奨励研究員（ポスドク）に採用されて、

そのオサムシ研究プロジェクトの初期メンバ

ーの一人になった（図 1）。あれから 30 年近

く、先生と公私にわたり親しくお付き合いを

させていただいた。

私は1988年10月から1994年3月までの間、

名古屋大学生命農学研究科で学位論文の研究

を行っていた。大澤先生は 1992 年に名古屋大

学を定年退官されたので、数年間同じキャン

パスにいたことを誇りに思う。私の学位論文

はカイコの休眠機構に関するものだったので、

当時カイコの脳ホルモンの権威である理学部

の石崎宏矩先生（大澤先生の盟友であること

が後で知った）のことはよく存じていたが、

残念ながら大澤先生のことはあまり存じ上げ

なかった。1993 年 6 月に BRH が正式に開館

されるとともに、大澤先生は常勤顧問として

赴任され、BRH 設立のための準備期間中に温

めていたオサムシ研究プロジェクトも正式に

スタートしたと先生から聞いている。翌年の

春、オサムシ研究プロジェクトがポスドクを

募集していることを知り応募したところ、大

澤先生に面接されて採用となった。その面接

が私と大澤先生との初対面であり、その後の

30 年近くのお付き合いの始まりであった。当

時、BRH の奨励研究員は 2 年間の期限付きだ

ったので、2 年後にまた昆虫生理学の研究に

戻ると軽く考えていた。しかし、オサムシの

研究は、数々の成果が現れ始めたうえ、大澤

先生からの引き止めもあって、2 年後も BRH
でオサムシの研究を続けることになった。そ

こから、私の研究興味はどんどん虫と進化の

大澤省三先生のご逝去を悼む 

蘇 智慧（JT 生命誌研究館）
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図 2. オサムシの進化様式。「オサムシが語る進化のおはなし」（北地直子、

工藤光子、中村桂子企画）、2003 年より。 

世界へと移り、あっという間に 30 年近くの歳

月が流れた。これまでの研究人生を振り返っ

てみると、大澤先生とオサムシ研究を行って

いた日々は非常に楽しかったし、毎日わくわ

くしていた。そこから広がった現在の研究も

基本的に好きなことをやっているので、この

研究人生に導いてくださった大澤先生には感

謝するしかない。

BRH のオサムシ研究は、日本の昆虫分子系

統と進化の研究の黎明期を開いたと言っても

過言ではないと思う。それができたのは、JT
からの手厚いバックアップなどいくつかの好

条件が重なったこともあるが、最も重要なの

はやはり大澤省三という人物がいたからであ

る。大澤先生は大の進化生物学者であること

は言うまでもないが、極めて見識の高い虫の

愛好者でもある。この二者を一身にした大澤先

生がこの研究プロジェクトをリードしていた

からこそ、一斉放散や、動の進化、静の進化、

不連続形態進化、平行進化などの進化様式をオ

サムシの研究から見出すことができた（図 2）。
また、なんと言ってもこの研究プロジェクト

の成功に不可欠だったのは多くの虫同好者か

らの多大な援助であった。国内だけでも 50 名

を超える同好者の皆様から数々の貴重なサン

プルが提供された。これほどの虫同好者が集

まったのは他なく大澤先生の虫同好者界にお

ける人望の厚さの表れであろう。研究プロジ

ェクトが終了した後も、メンバーたちは時々

大澤先生を囲んで議論を行っていた（図３）。 

BRHオサムシ研究プロジェクトについて述

べる時に、言及を避けることができないのは

「おさむしニュースレター（おさむし NL）」
のことである。虫同好者の皆様があれほど熱

意をもってサンプルを提供してくださってい

るので、DNA の解析結果をリアルに皆さんに 
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図 3. 2005 年に広島で開催された昆虫 DNA 研究会研究集会の後に、大澤

先生を囲んだオサムシ研究プロジェクトの主要メンバー。左から小鹿亨

さん、柏井伸夫さん、井村有希さん、大澤先生、筆者、冨永修さん。

図 4. おさむしニュースレター第一号（左）と終刊号（右）。 

お知らせして感謝の意を伝えなければと大澤

先生がおっしゃる。そこで、考え出したのが

「おさむし NL」の発行である。1995 年 7 月 1
日の第１号から 1999 年 3 月 1 日の終刊号まで、

3 年と 8 ヶ月の間に 20 号を発行した（図 4）。
オサムシ NL は研究チーム共同で作成してい

たが、大部分の文章は大澤先生が執筆された

ものである。また、当時大澤先生の秘書だっ

た高橋弥生さんが NL の編集を一手に引き受

けたのもここで記しておきたい。オサムシ NL 
No.1 の冒頭文には、 “皆様の御意見・ご批

判・随筆・その他もお寄せいただくことがで
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図 5. 2017 年に千葉県立博物館で開催された昆虫

DNA 研究集会に出席された大澤先生。左は筆者。

図 6. 2011 年に BRH で開催された第８回昆虫 DNA
研究会研究集会で講演されている大澤先生。

図 7. 第８回昆虫 DNA 研究会研究集会の懇親会で

歓談される大澤先生と平賀壯太先生。

きたらと願っております”と大澤先生が書か

れてあるように、NL は我々の DNA 解析の結

果を知らせる一方通行ではなく、サンプルを

提供してくださった同好者の皆様からのフィ

ードバックも掲載して、研究プロジェクトに

関わる全員による議論と交流の場になってい

た。この研究スタイルはモデルケースとなり、

蝶やその他の昆虫の分子系統進化の研究に引

き継がれていった。同時におさむし NL も蝶

類 DNA 研究 NL に引き継がれ、さらに昆虫

DNA 研究会 NL へと発展して現在まで続いて

いる。昆虫 DNA 研究会になってから、毎年研

究集会が開催されることになり、大澤先生はそ

の研究集会に出席するのをいつも楽しみにさ

れていた。初期ごろは、ほぼ毎年研究集会に出

席されて、すべての発表を聴き、熱心に質問

とアドバイスをされていたことは今でも記憶

に新しい。大澤先生が最後にご出席になった

のは 2017 年に千葉県立博物館で開催された

第 14 回の昆虫 DNA 研究集会で、そこでオサ

ムシの後翅の退化に関する研究発表もなされ

た（図 5）。逸話になるが、2011 年に BRH で

開催された第８回の昆虫 DNA 研究集会では、

大澤先生に特別講演をお願いしたところ、勿

論快諾を頂いたが、なんと 100 枚以上のスラ

イドを用意されて、ゴミムシダマシの多様性

について、休憩なしの 2 時間ほどの熱い大講

演をしていただいたのである（図 6）。ちなみ

に、大澤先生は虫柄のネクタイを愛用されて

おり、この日はゴミムシダマシがプリントさ

れた T シャツを着ていた（図 7）。

大澤先生との最後のやり取りをここで記し

ておきたい。実は 5 年ほど前に、大澤先生を

始め、BRH オサムシ研究プロジェクトの主要

メンバーだった冨永修さんと井村有希さんと

共に、オサムシの後翅退化について研究を始

めていた（Imura et al., 2018）。研究材料の１種

はマイマイカブリを用いている。このマイマ

イカブリは北海道から九州まで分布しており、

日本列島の形成に伴い、８つの地域系統に分
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図 8. 最近判明したマイマイカブリの中部系と紀伊系の境界。 

岐していることが判明したのは、BRH オサム

シ研究プロジェクトの大きな成果の一つであ

った（Su et al., 1998）。約 1500 万年前に、古

日本列島が大陸から離れた直後の観音開きの

時に、古日本列島にいたマイマイカブリの祖

先がそれと同時に東と西の系統に分かれた。

その後の多島化によって、東の系統は３つ、

西の系統は 5 つの亜系統に分岐した。琵琶湖

を中心に、東は中部系、西は西日本系、南は

紀伊系である（Su et al., 1998）。最近、オサム

シの後翅退化の研究材料であるマイマイカブ

リを提供してくださった関西在住のオサムシ

同好者の浅井潤治さんから、中部系と紀伊系

の境界について聞かれた。大まかなラインが

わかるが、詳細についてはサンプル不足のた

めに、まだ不明であると返事したところ、ぜ

ひサンプルを追加して、その境界を明らかに

しようと浅井さんから提案された。中部系と

紀伊系の分岐は数百万年前の多島化の時代に

生じたが、現在の境界は河川などの地理的隔

離によって形成されていることも考えられる。

そこで、伊勢湾側では、まず雲出川と鈴鹿川

の 2 本の一級河川の左右からサンプルの採集

を浅井さんが試みた。相当苦労されたが、幸

いサンプルを得ることができた。琵琶湖側で

は、オサムシの後翅退化の共同研究者であり、

虫同好者の石川延寛さんからサンプルを頂い

た。解析の結果、琵琶湖側では、野洲川が中

部系と紀伊系の現在の境界になっていること

が判明した。一方、伊勢湾側では、鈴鹿川は

左右とも中部系に入り、雲出川は左右とも紀

伊系であることがわかった（図 8）。この２本

の川の間に中部系と紀伊系の境界が存在する

が、さらなる詳細を詰めるのは、今後の課題

である。これらの結果を大澤先生に伝えたと

ころ、非常に面白いと大変喜んでくださった。

中部系と関東系の境界ももう少しはっきりさ

せて地誌と関連して議論したら面白いと仰っ

て、４月末までやり取りを重ね、かなり具体

的な議論も行っていた。また大きな研究プロ

ジェクトが始まりそうな予感だった。その最

中に受けた先生の訃報に呆然して、しばらく

の間、何も考えることができなかった。ご高

齢であることはわかっているものの、これが
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先生との最後のやり取りになるとは夢にも

思わなかった。これまでに何とも思ず、日常

的に行ってきたこのようなやり取りは、今後

二度とできないと思うと、大変な寂しさが襲

いかかり本当に残念でならない。この最後の

やり取りの結果については、何としても論文

にして大澤先生に報告しなければと思って

いる。

実験結果を必死に考え、そこから得られた

結論は、少々強引であっても決して妥協せず

論文にして発表する。どんな研究結果でも、

決して放置することなく速やかに論文にす

る。世の中の流行を追うことなく、自分の研

究を流行にする。これが私からみた大澤省三

先生がずっと貫いてきた研究スタイルであっ

た。大変羨ましく思いながらも、なかなか真

似できない自分を時々悔しく思うが、多少な

りとも先生の影響を受けているとも思ってい

る。それが私の誇りである。
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